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GEOLISって何だ?

南寿宏1)

1.はじめに

GEOLISとは,通商産業省工業技術院地質調査

所(以下,地質調査所)が編さんした年別の地質文献

デｰタベｰスであり(本荘ほか,1987;野呂･村田,

1989),現在(1995年2月),1982～1993年版の12

年分が完成している(本荘･菅原,1990;中沢ほか,

1994).研究においてそれに先立つ文献研究が重要

たことはいうまでもないことであり,その際の決定

版ともいうべき文献一覧がフロッピｰの形で自由に

使えるということは,調査研究にこのうえない恩恵

をもたらすものである.

1つ1つの文献はテキストファイルの形で次のよ

うに記録されている.

93900395@波田重煕,佐藤栄治,竹島洋文@1団A-

�午���十�啅����午��

HIROFUMI@@@@@@@1993@四国黒瀬川地帯

の粗粒砕屑岩層とその地史的意義(演旨)@Coarse

�慳瑩��略��楮����敧慷�敲牡�楮

�楫���楴����瑩潮瑯��散瑯�����

@@@日本地質学会第100年学術大会講演要旨@Ab-

�牡捴���住�����整楮杯晴��漱�楣�

SocietyofJapan@@@244-244@@@四国地方,黒

瀬川地帯,砕屑岩層,地史

地質調査所は,デｰタベｰスから必要な文献を検

索するために,検索･整形プログラム(GSEA.

COM)を作成,配付して利用者の便宜を図っている

(菅原,1990).このプログラムにより検索すると,

上のデｰタは次の形で出力される.

[1コ

波田重煕,佐藤栄治,竹島洋文(1993):四国黒瀬

川地帯の粗粒砕屑岩層とその地史的意義(演旨).日

本地質学会第100年学衛大会講演要旨,p.244-244

利用者はこの整形されたデｰタを見て,目的にあ

った論文を探すわげである.

デｰタベｰス自体は,第1表のようにフロッピ

ｰにして23枚,文献数83000,21.5MBもの容量で

あり,利用に際してはハｰドディスクの利用が欠か

竜ない.また,①ビギナｰの使用に困難がある,②

検索に時間がかかりすぎる,③電算化の際の様式が

不統一である,等の問題点カミ指摘されている(南,

���

本稿では,まず検索時間を短縮するための方法に

ついて触れ,それからGEOLISの使用における留

意点について考えていく.一部,MS-DOSの基礎

知識を使うことを了承願う.なお,本稿の研究にお

第1表鯛OL瓦Sの概要.

容量は初期化の際のクラスタサイズにより,こ

の表の値と異なることがある.
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計�23�87�82830�215里3911

1)高知県教育センタｰ:〒781-51高知市大津乙181番地

キｰワｰド:GEOL工S,フリｰソフトウェア,文献検索
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第2表使用機器及びドライブ構成.

検索に関するファイルはすべてGドライブに保

存する.

機種

��

��

体

HE珊OH

Aドライブ

�

�

�

�

�

�

〃

∀

〃

〃

G:妾SYS

G:芸GEO

G:壬MT

F間一丁0脚NS】Iモテ}ル"B20

486SX(25Hz,高遠モｰド〕

外付240H(SCSI)

兇S･EOS冊.0(富士通)

��

フ回ツビｰO

フ回ツピｰ1

R0固

胤S-DOS

T0曹"S-0S

R舳チイスク

G国0LIS

プログラム用チィレタトリ

GEOL工Sデｰタ用"

検索結果周"

いて筆者が使用した機器及びドライブ構成は第2

表のとおりである.

2｡検索時間の短縮(その五)

本章ではGEOLISの検索のためのいろいろな方

法を試し,検索に要する時間を測定する.検索はバ

ッチファイルを作って行い,検索条件を揃えるため

に検索文字列を“KESHIMA''に統一する.検索に

関するプ回グラムファイル(GSEA.COM等,拡張

子がCOM,EXE,BATであるもの)はG:叉SYSに,

GEOLISのデｰタはG:妥GEOに,そして検索結果

はG:里DATに保存する.また,時間測定のため,

AUTOEXEC.BATのPRO1M[PTを

�位�����

に書き換えておく.

たお,デｰタファイル数が多数にのぽるため,

MS-DOSのCOPYコマンドで結合し,GEO.

ALLとした.また,筆者は検索文字列をそのまま

ファイル名としているので,検索文字列の長さは半

角7文字以内という制約がある.

(1)GS廻A.COM単独の使用

バッチファイルG.BATをG:里SYSに作る.バ

ッチファイルの内容は次のとおりである.

�‖����佔�乄

GSEA%1G:里GE0塁GE0.ALL-oG:妥%1.

�圀

�乄

キｰ入力は次のとおりである.

G:妥SYS>GKESHIMA

20:31:ム2.17

G:\SYS〉lF-KESHIMA1=="1'GOTOEND

20:31:且2.19

G:\SYS〉GSEAKES旺IMAG:\GE0\GEO.ALL-oG:\DAT{KESHlMA.JXW

一一G:王GE0\GE0.ALL一一

検索パタｰンKESHlMAにマッチするデｰタは4件でした

20:且O:13.43

G:\SYS〉

第1図

検索時の画面表示

地質ニュｰス494号�
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G.BゑT

FG.B五丁

���

���

時間02

第2図

検索終了時,画面には次の文が表示される(第1

図).

これからわかるように,検索時間は8分30秒ほ

どである･GSEA.COM単体では時間がかかりす

ぎ,実用的でないことが分かる.なお,GSEA.

COMのパラメｰタスイッチ“一〇''は小文字半角で

なければならない｡大文字や全角では正常に働かな

い.筆者がこのことに気づくまでに,何回無駄た時

間を費やしたことか.

(2)亙亙N皿.瓦XEとGS亙A.C0班の併用

MS-DOSには検索のためのコマンド,FIND.

EXEがある一FIND.EXEで検索し,その結果を

GSEA.COMで整形する.

バッチファイノレFG.BATをG:叉SYSに作る.

バッチファイルの内容は次のとおりである.･

�‖����佔�乄

FIND"%1''G:里GEO妥GE0.ALL>G:妥DAT妥

┱��圀

GSEA%1G:YDAT蝋1A.JXW-oG:YDAT里

┱�塗

��

キｰ入力は次のとおりである.

G:里SYS>FGKESHIMA

画面表示は省略するが,検索時間は約4分であ

る.時間は半分に短縮されたが,それでも実用的て

ばなし･.

3.検索時間の短縮(その婁)

フリｰ･ソフトウェアという,市販のソフトウェア

とは成立過程や使用条件の異たる一連のソフトウェ

アがある､このソフトウェアは作者の好意で無償で

提供されており,MS-DOSの純正コマンドよりも

使い勝手のよいものが多い.フリｰソフトウェアは

1995年10月号

�

検索時間一覧

(分〕

�

パソコン通信で入手するのが一般であるが,ここで

は書店でフロッピｰまたはCD付きの書籍･雑誌と

して容易に購入できる検索専用ソフトウェア,IZ-

GREP.EXEもしくはDGREP.EXEを使う.とも

にFIND.EXEよりもはるかに高速に検索する能力

がある.

フリｰソフトウェアのIZGREP.EXEは泉薄志

氏の作成である.フリｰソフトウェアのDGREP.

EXEは柴田秀男氏の作成である.

(1)亙ZG鼠服.EXEとG鯛A.CO皿の併用

バッチファイルIG.BATをG:里SYSに作る.バ

ッチファイルの内容は次のとおりである.

�‖�������

IZGREP%1G:里GEO叉GEO.ALL>G:茎DAT妥

┱��圀

GSEA%1G:妥DAT靴1A.JXW-oG:妥DAT妥

┱�塗

��

キｰ入力は次のとおりである.

G:叉SYS>IGKESHIMA

検索時間は45秒である.

(2)皿GR醍.亙X亙とGSEA.COMの併用

バッチファイルDG.BATをG:叉SYSに作る.

バッチファイルの内容は次のとおりである.

IF"%.1":='川GOTOEND

DGREP-0G:星DAT靴1A.JXW%1G:妥GE-

○叉GE0.ALL

GSEA%'1G:叉DAT靴1A.JXW-oG:YDAT妥

┱�塗

��

キｰ入力は次のとおりである.

G:叉SYS>DGKESHIMA

検索時間は37秒である.�
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4.検索時間の短縮についての考察

前頁で順に述べたように,GEOLISの検索には

フリｰソフトウェアをうまく利用することが得策で

あることが分かった.9分近くを要する検索が1分

足らずでできるのである.

このことは,GSEA.COMが劣っているという

ことを意味しない.GSEA.COMは検索機能と整

形機能を有し,出力は画面(標準),プリンタ,ファ

イルのいずれにも対応している.また,DOS汎用

で,あらゆる機種で使用できる.検索方法も,

AND検索,0R検索があり,また,検索文字列を

含まない文字列の検索もできるという,多機能型の

プログラムである(菅原,1990).したがって,速

度面ではどうしても単機能のフリｰソフトウェアに

劣ってしまうのである.要は,使用環境次第であろ

う.パソコンという貧弱な環境でGSEA.COMを

単独で使うことが問題なのである.

さて,筆者はその貧弱な環境のもとで文献検索を

行っている.GSEA.COMに少しでも負担をかげ

ないようにフリｰソフトウェアで検索してデｰタ数

をしぼり込み,その結果をGSEA.COMで整形す

る･これが,筆者の取り得る最善の方法であ'り,何

とか実用に耐えられる程度に時間短縮をしてきた.

この方法は,後述のように,人ND検索が可能とい

う利点を持つ.合いっそうの時間短縮には,少たか

らずの作業と時間,それに費用を必要とする.考え

られる方法をいくつか記しておくので,興味のある

方のチャレンジを期待する.

①より高速た検索用のフリｰソフトウェアを探す

(もしくは作る).

②ファイルを圧縮した形で検索する.

③ファイルをより高速たドライブ(RAM等)にコ

ピｰして使う(時間はほ陵半減する).

④CPUを交換(Pentium等に)して高速化を図

る.

⑤ハｰドウェアをそっくり最新式にする(安直).

筆者の考えでは,一番効果的かつ経済的なのは③

である.しかし,限りある貴重たメモリｰを

RAMに22MBも分けるのは考えものである,い

くら時間が半減するといっても.

なお,筆者のパソコンではDGREP.EXEが最速

であるが,機種によってはIZGREP.EXEのほう

が速いことがある(例えば,あるPC98の

386DX20\Hz機種では･DGREP.EXEは52秒,

IZGREP.EXEは49秒である.).DGREP.EXEと

IZGREP.EXE,どちらを使うかは,ユｰザｰそれ

ぞれの目的(あいまい検索が必要か,等)に応じて決

めることである.時問的に大差はない.

5.G皿0HS使用にあたって

ここまで本稿を読んでこられた方は,｢よし,私

もGEOLISを使ってみよう1｣と思っておられるに

違いない.入手方法は各自で地質調査所地質情報セ

ンタｰに問い合わせ願うことにして,筆者が使用に

際して気がついた点を箇条書きにしてみよう.

①都道府県名の検索が便利である.

地質調査所は都道府県名をキｰワｰドとして入力

してくれているので,これを使うと望みの論文が容

易に見つかる.例えば,高知県の地質を研究してい

る者は,検索文字列“高知"で検索し,412論文の

一覧を得る一この都道府県別の一覧は,地質を研究

している者にとって必須の文献集であると筆者は思

う.しかし,その中には専門外のジャンルの論文も

含まれていようし,高知と名のついた印刷物に掲載

された他地域の論文もあろう.もしかしたら“高知

太郎''氏の論文が入っているかもしれない.(この

件に関しては,``高知"はまだましな方である.例

えば“千葉''検索では,千葉某氏の論文がわんさと

出てきて実に煩わしい.千葉さん,あなたは身に覚

えのない恨みを随分買っていますよ.)このような

場合は,得られた論文が自分の目的にかたうかどう

かを取捨選択しなければならない､

逆に,重要な論文が文字列“高知"を含まないが

ために検索されないこともある.一部の英文論文や

複数の都道府県にまたがる論文にそれが見られる.

このような検索もれに備えて,繰り返し検索するこ

とが大事である.検索は1回では終わらない.

②ANDもしくはOR検索ができる.

GSEA.COMにも,各種フリｰソフトウェアに

も,AND及び0R検索機能が備わっている.だか

ら,白亜紀の貝化石研究家は,まず“白亜"を検索

し,その結果から``貝"を検索することにより,必

要な論文が見出だせる.ただし,2回の作業を行う

ために検索時間が倍増する.

地質ニュｰス494号�
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ところがよくしたもので,テクニックを使うこと

により,通常の時間で検索を終わらせることが可能

である.上の例においては,DGREP.EXEで``白

亜",GSEA.COMで“貝"を検索するのである.

この方法は誠に重宝する.ただし,0R検索ではこ

の方法は使えないので,2倍の検索時間を覚悟Lよ

う.

③年代の検索は,例えば“白亜''を使う.

“白亜紀"での検索は,“白亜系"という字を含む

論文が得られない.検索範囲は大きめに設定し,そ

の結果得られた論文が必要かどうかは自分で確かめ

よう.

④``トリアス"では,“三畳''が検索されない.

トリアス,三畳の両方でOR検索をする.

⑤1985年以前は情報量が少たい.

第1表で,1985年以前は1986年以後に比べて1

文献あたりの容量が小さいことに気がつかれただろ

うか.1986年以後が最初からコンピュｰタによっ

てデｰタベｰス化されたのに対し,1985年以前は

冊子版からの電算化である(本荘ほか,1987).例

を挙げて両者を比較してみよう.

まずは1985年以前の論文例である.

2069@三本健二@@@@@@@@1984@喜界島の

ユリヤガイ属化万@@@@ちりぼたん@@14@4

@87-88@@@古動物,鹿児島県喜界高

次に1986年以後の論文例である.

89A00580@三本健二,岡村勝則@MIMOTO

�����汕���������

1989@高知県の鳥ノ巣石灰岩産Za㎜ites葉@Za-

浩�猱�晦�浴��物湯獵�浥�潮����

Prefecture@@@地学研究@GeoscienceMagか

zine@38@7/9@175-179@@@高知県,鳥ノ巣石

灰岩,石灰岩,Zamites葉

これらから分かるように,1986年以後は著者名

や論文名等に英文表記が列記されているが,1985

年以前はこれらの表記がない.これは,1985年以

前と1986年以後のGEOLISの成立事情の違いによ

る(本荘ほか,1987).1985年以前は地質文献目録

がすでに冊子の形で作成されており,それを原本に

1995年10月号

して入力されている.一方,1986年以後は当初か

ら地質調査所所員によるデｰタベｰス入力が行われ

ているために,英文表示が可能である.たお,

1986年以後の論文にも英文表示されていないもの

が一部の論文(主に演旨)に見受けられるが,これは

元の論文に表示がされてたいためであろう.

英文論文の引用文献は言うまでもなく英文表示で

ある.したがって,著者名もしくは論文名の英文表

示の欠落した論文は他の論文への引用が不可能にな

ると思うのだが,引用が必要なときにはどのように

処置しているのだろうか.これらの英文表記は不可

欠である.

⑥検索結果は再整形を行う.

検索結果はコンピュｰタの1行に収まるように

一定の字数で改行されているので,英単語やべ一ジ

数の途中で切れていることがある.ワｰプロ等で再

整形すると,ずっと見やすくたる.

⑦固有名詞のロｰマ字表記に注意する.

人名と地名の表記は微妙に異なる.例えば,竹島

洋文氏は次のように表現される.

英文論文TAKESHIMAHirofumi

和文論文TAKESHIMA亘IROFUMI

一方,地名の竹島は次のように表現される.

英文和文ともTakeshima

⑧和文検索は時間がかかる.

検索文字が和文の場合,英文よりも1割方時間

がかかる.バイト数の関係と思われる.

⑨あいまい検索が可能である.

IZGREP.EXEは1字違いの検索等のあいまい検

索が可能である.地名,学名等のミスタッチやうろ

覚えのときに威力を発揮するであろうが,検索時間

が長引きそうたので,筆者は採用したい.使えるの

は,全角と半角,大文字と小文字を区別したい検索

ぐらいであろう.

⑭知名度が低い.

地質調査所さん,PR頑張ってください.

⑪検索用のフリｰソフトウェアが同時配付されな

し･.

フリｰソフトウエアの作者に連絡を取り,配付の

許可を貰ってはいかがだろう.これは,石渡

(1994)が既に行っていることである.

⑫収録には限界がある.

GEOLISへの収録は,地質調査所地質情報セン�
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タｰ資料情報課が受け入れた資料から選ばれる.し

たがって,日本中の全資料が収録されるわけではな

い一裏を返造は,GEOLISに収録された論文は,

必ず地質調査所にある.GEOLISの内容を充実さ

せるためには,論文の著者の協力が不可欠である.

論文の著者が,自分の書いた論文がGEOLIS掲載

に相応しいと判断した場合には,地質調査所に寄贈

し,質･量ともにGEOLISを充実させたいもので

ある.

6.おわりに

フリｰソフトウェアは作成者とユｰザｰがパソコ

ン通信によって密に連絡を取り合い,完成するもの

であり,その結果,素晴らしいソフトウェアが出来

上がる.GEOLISも同様にユｰザｰが作成者に積

極的に連絡し,その改善を図れば,実に使いやすい

ものになる.

GEOLISは日本唯一の地質文献デｰタベｰスで

あり,地質研究に不可欠なものである.この素晴ら

しいデｰタベｰスがごく一部の研究者にしか知られ

ていないのは返す返すも残念である.地質研究者が

こぞってGEOLISを活用し,その発展につくせば,

この日本の誇るデｰタベｰスがますます充実したも

のになるに違いない.

GEOLISには,あたたの論文も入っていますよ.

謝辞:本研究は,通商産業省工業技術院地質調査所
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プログラムを使用した.同調査所の中沢都子氏及び
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〈受付:1995年2月13目〉

GEOLXS(日本地質文献デｰタベｰス)1994年フロッピｰディスク及び

地質文献目録1981年版フロッピｰディスク公開のお知らせ

地質調査所が1986年から構築しておりますGEOLISの

1994年フロッピｰディスク版と,1985年以前の地質文献

目録の遡及版の1981年フロッピｰディスク版が完成いた

しました.下記の要領で無償配布いたします.バックナン

バｰにつきましても同様の要領でお申込ください.

記

期間:1995年12月末まで

デｰタ内容:日本地質文献目録(1986-1994年)

合計約71,000論文

地質文献目録(1981-1985年)

合計約25,O00論文

申込み方法:依頼文書(自由形式)による

ただし,以下のものを同封して下さい.

･地質調査所ソフトウェア利用申請書(暫定)

(必ず自署して下さい.ただし,一度提出されてい

る方は不要です)

㊥フロッピｰディスク(3.5インチ,5インチ)

1981-1985年1年分につき1枚

1986-1990年1年分につき2枚

1991-1994年1年分につき3枚

フリｰソフトウコ｡アLHAで圧縮したものも用意し

ました.その枚数は以下の通りです.

1981-1985年5年分で2枚

1986-199盛年1年分につき1枚

必要年数および圧縮したものがどうかを明記し,必

要枚数を同封して下さい.

･返信用切手貼付,返信先の住所･氏名を記入した返信

封筒(郵便用に限る)

･利用プ目グラムが必要な方は,フロッピｰディスクを

1枚多くいれて下さい.

申込み先:〒305つくば市東1-1-3

地質調査所地質情報センタｰ資料情報課

問い合わせ先:担当者菅原TEL.0298-54-3604

冊子体の1994年目本地質文献目録も印刷中です.併せて

ご利用下さい.(価格未定)
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